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162 防擁材により補強された曲面板の最適設計（その1）最適防擁材
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Fig．120ptimum　stiffener　corresponding　to
　　　　given　curvature　of　shell　with　two
　　　　stiffeners　and　its　effect
をもつ防擁材により補強する必要がある。
　①　曲率
　Fig．nおよびFig．12に曲面板の曲率に応じた最適
防擁材の大きさとその防擁材で補強する場合としない
場合の最大応力の関係を示す。高運の横軸rは曲面板
自体の剛性の大きさを示す次の指標である1）。
　　　・一（1　　β2R11十R22）2＋誰　　q2
図より，7〈o．Q25で補強効果があり，　r＞o・025では補
強効果は小さいことが分かる。r＞0．025の曲面板は膜
力による負荷抗力が高く，それ自体が剛性の高い曲面
板である。このことは防擁材の取付けは主に曲げモー
メントを減少する効果があり，曲げモーメントに負荷
抗力の依存性が高い，平板に近い剛性の曲面板ほど防
網野による補強の効果があることを表わしている。
　②縦横比
　Fig．13およびFig。14に，中央線上に防擁材を取付
けた4種類の曲面板について，その縦横比βを変化さ
せて求あた最適防擁材の大きさとそれによる最大応力
伺。蘭喩誤
30
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　　　　　　　　　（d）CyしsheU（B》
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Fig．140ptimum　stiffener　corresponding　to
　　　　given　aspect　ratio　of　Cylindrical
　　　　shell　with　a　stiffener　and　its　effect
の変化を示す。E．P．　Shellおよび円筒殻（B）ではβ＞
0．8において最適防擁材は存在しない。一般にどの種
の曲面板もアが小さい程補強の効果が大きいことが分
かる。
福地信義・勝田順 ユ63
4．まとめ
　曲面構造の解析には有限帯板法を用い，曲面板に生
じる最大応力を最も小さくする最適防擁材を罰金関数
法により制約条件を処理したSUMT法により求め
た。こ泊により次の結論を得た。
1）指数7が小さい曲面板を補強する場合，その曲率，
縦横比に応じた最適な防擁材が存在する。
2）単純支持の曲面板では，曲げモーメントによる負
荷抗力の依存性が高い（指標ブが小さい）曲面ほど防
擁材による補強の効果がある。特にH．P．She11には
補強の効果が大きい。
3）E．P。SheUのように面全体に渡りほぼ均一な膜
力の発生があり，膜力による負荷抗力が高い曲面で
は，防擁材の取付けにより膜力の発生を乱し曲げモー
メントを増大させ，必ずしも補強の効果は得られな
い。
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